
小 倉 匡 俊(課 程):CognitivefoundationsofenvironmentalenrichmentforJapanesemacaques(ニ ホ ン ザ ル の 環 境 エ ン リ

ッ チ メ ン トに お け る 認 知 的 基 盤)

伊 藤 毅(課 程):ExternalandintemalcraniofacialmolphologyofAsianmacaquesanditsevolutionaryand

paleobiogeographicimplications(ア ジ ア 産 マ カ ク 属 霊 長 類 に お け る 頭 骨 顔 面 部 の 外 部 と 内 部 の 形 態 お よ び そ の 進 化

的 ・古 生 物 地 理 学 的 意 義)

兼 子 峰 明(課 程):Theperceptionofone'sownactionsinchimpanzeesandhumans(チ ン パ ン ジ ー と ヒ トに お け る 自 己

の 運 動 の 認 識)

狩 野 文 浩(課 程):Acomparativeeye-trackingstudyingreatapesandhumans:thepatternofeyemovementsfbrscenesand

faces(類 人 猿 と ヒ トに お け る 比 較 ア イ ・ トラ ッ キ ン グ 研 究:風 景 と 顔 に 対 す る 眼 球 運 動 の パ タ ー ン)

檜 垣 小 百 合(課 程):Molecularaspectsofbrainaginginfemalemacaques(メ ス マ カ ク ザ ル に お け る 脳 の 老 化 の 分 子 的

側 面)

ChristopherFlynnMartin(課 程):Chimpanzeesocialintelligence:informationuseandstrategicinteractioninanautomated

testingenvironment(チ ン パ ン ジ ー に お け る 社 会 的 知 性:全 自動 テ ス ト場 面 に お け る 情 報 利 用 と 戦 術 的 社 会 交 渉)

京都 大学修士(理 学)

磯村朋子:自 閉症児における情動認知に関わる視覚探索研究

佐藤杏奈:霊 長類の乳児画像に対する視覚的注意 ・弁別 ・選好性に関する実験的研究

早川卓志:チ ンパンジー亜種問における苦味受容体遺伝子の地域分化

村松明穂:チ ンパンジーとヒトにおける作業記憶の比較

ユ リラ:チ ンパンジーにおける同調行動の実験的研究

4.外 国 人 研 究 員

招 へ い 外 国 人 学 者 ・外 国 人 共 同 研 究 者

張 鵬(中 華 人 民 共 和 国 、 中 山大 学 社 会 学 与 人 類 学 学 院 ・講 師)(2010.8.1～2011.7.31)受 入 教 員:渡 邊 邦 夫

研 究 題 目:ニ ホ ン ザ ル 社 会 構 造 の 比 較 研 究

HBouchet(フ ラ ン ス 共 和 国 、 レン ヌ 第 一 大 学 ・リサ ー チ ア シ ス タ ン ト)(2010.9.7～2011.9.6)受 入 教 員:正 高 信 男

研 究 題 目:ニ ホ ン ザ ル の発 情 声 と性 戦 略 に 関 す る実 験 的研 究

CDDahl(ド イ ツ連 邦 共 和 国 、 マ ッ ク ス プ ラ ン ク生 物 サ イ バ ネ テ ィ ク ス 研 究 所 ・研 究 員)(2010.10.1～2012.9.30)受 入

教 員:友 永 雅 己

研 究 題 目:霊 長 類 に お け る顔 認 知 お よ び 社 会 的認 知 に 関 す る 比 較 認 知 科 学 的 研 究

CSueur(フ ラ ン ス 共 和 国 、 プ リ ン ス トン 大 学 ・研 究 員)(2010.10.13～2011.8.3)受 入 教 員:渡 邊 邦 夫

研 究 題 目:ニ ホ ン ザ ル に お け る集 団 と し て の 意 志 決 定 機 構

MEKret(オ ラ ン ダ 王 国 、 テ ィ ル バ ー グ 大 学 ・PhDStudent)(2011.2.4～2011.7.29)受 入 教 員:松 沢 哲 郎

研 究 題 目:情 動 表 出 と認 知 の 多 様 性 に 関 す る比 較 認 知 科 学 的 研 究

PAPebsworth(ア メ リカ 合 衆 国 、WildcliffNatureReserve・SiteBiologist)(2011.2.6～2011.12.16)受 入 教 員:MAHuffman

研 究 題 目:チ ャ クマ ヒ ヒの 自 己治 療 行 動 と寄 生 虫 感 染 の 生 態 学 に つ い て

5.日 本 人 研 究 員 ・研 修 員

日本学 術振 興 会特別 研 究員(PD)

木場礼子(2010.4.1～2012.3.31)受 入教員:中 村克樹

研究題 目:霊 長類における性の認知 と性 ホルモ ンの影響

松 田一希(2011.4.1～2011.10.31)受 入教員:半 谷吾郎

研究題 目:霊 長類社会の重層構造の解明:テ ングザルの種内変異

柴崎全弘(2011.4.1～2014.3.31)受 入教員:正 高信男
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研究題 目:ヒ トの不安 障害のメカニズム解明に向けた動物モデルの構築

非 常勤研 究員

松井 淳(2011.4.1～2012.3.31)人 類進化モデル研究セ ンター

研究題 目:ニ ホンザル血小板減少症 の発症機序の解明 と遺伝子診断法の開発

服部裕子(2011.4.1～2012.3.31)思 考言語分野

研究題 目:社 会的認知の基盤 としての同調行動に関する比較認知研究

松 原 幹(2011.4.1～2012.3.31)社 会 進 化 分 野

研 究 題 目:ニ シ ロー ラ ン ドゴ リラ の 行 動 発 達 と群 れ 構 造 の 関連

6.研 究集会

所 内 談 話 会

第1回:2011年12月8日(木)

MichaelP.Muehlenbein(EvolutionaryPhysiologyandEcologyLaboratory,DepartmentofAnthropology,IndianaUniversity)

Balancingthecostsandbenefitsofprimate-basedtourism)

第2回:2012年3月8日(木)

RachelWu(CentreforBrainandCognitiveDevelopment,UniversityofLondon)

Learning(tolearn)fromattentioncuesduringinfancy)

第3回:2012年3.月9日(金)

YinLijie(CenterforNatureandSociety,SchoolofLifeSciences,PekingUniversity)

「Researchonwhite-headedleafmonkeysinGuangxi ,China」

第4回:2012年3.月13日(火)

BadrulMunirMdZain(SchoolofEnvironmentalandNaturalResourceSciences,FacultyofScienceandTechnology,

UniversitiKebangsaan)

「PhylogeneticpositionofBorneanbandedlangurandnuisanceproblemscausedbylong-tailedmacaquesinMalaysia」

(文 責:松 本 正 幸)

7.2011年 霊 長 類 学 総 合 ゼ ミナ ー ル

TheInterdisciplinarySeminaronPrimatology2011

日時:2011年12A9日(金)

会 場:京 都 大 学 霊 長 類 研 究 所 本 棟 大 会 議 室

発 表:31件(口 頭19件 、 ポ ス タ ー12件)

霊長類学総合ゼ ミナールは、所内テ ィーチング ・アシスタン トを中心 とした大学院生が企画 し、学生や所内研究

員の研究交流を促進することを 目的 とする。また、本ゼ ミナール は霊長類学系の正式なカ リキュラムの一っ として

認定 されている。本年度は、発表および議論をすべて英語で行 うとい う新たな試みに挑戦 した。学生お よび若手研

究者 による研究発表に加え、修士1年 生の研究(計 画)発 表や世界各地のフィール ド紹介の枠を設けるなど、内容

にも工夫を取 り入れた。当 日は、議論 も盛 り上が り、発表者 ・参加者に とって大変有意義な研究会 となった。

<口 頭 発 表 ・自 由 演 題>

1)小 川 詩 乃(認 知 学 習 分 野 ・大 学 院 生)

Learningsupportforchildrenwithdevelopmentaldisorder

発 達 障 害 児 へ の 学 習 支 援 実 践 の 紹 介

2)YKim(思 考 言 語 分 野 ・大 学 院 生)

ChangesinestradiollevelsandsexualbehaviorincaptiveSichuansnub-nosedmonkeys(Rhinopithecusroxellana)

followingamalereplacement

雄 交 代 に 伴 う飼 育 キ ン シ コ ウ(Rhinopithecusroxellana)の エ ス トラ ジ オ ー ル レ ベ ル の 変 化 と 性 行 動

3)PPomchote(進 化 形 態 分 野 ・研 究 生)

GeneticvariationandbonemorphologyofnewtsgenusTylototritoninThailand

タ イ に お け るTylototriton属 イ モ リ の 遺 伝 的 変 異 と 骨 形 態
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4)RSCicaliseTakeshita(社 会 進 化 分 野 ・大 学 院 生)

Hematological,hepatic,andrenalevaluationinAotusazaraiinfulatus

オo'〃Mzαrα 々ψ1α 酪 に お け る 血 液 ・肝 機 能 ・腎 機 能 の 評 価

5)村 松 明穂(思 考 言 語 分 野 ・大 学 院 生)

OngoingexperimentinSPR

SPRで 最 近 行 っ て い る 実 験

6)AJJMacIntosh(国 際 共 同 先 端 研 究 セ ン タ ー ・研 究 員)

Bio-Loggingforfractalpatternsinpenguinbehavior:divingintotheworldofbio-complexity

ペ ン ギ ン 行 動 の フ ラ ク タ ル パ タ ー ン の バ イ オ ロ ギ ン グ:生 物 複 雑 性 の 世 界 へ の ダ イ ビ ン グ

<口 頭 発 表 ・ワ ー ク シ ョ ッ プ:修 士1年 生 に よ る 研 究(計 画)発 表>

1)山 田 智 子(認 知 学 習 分 野 ・大 学 院 生)

Researchplanning:BilingualchildrenhavedifficultyinHearinginnoisetest

研 究 計 画:バ イ リン ガ ル 児 童 の 音 声 知 覚 に 関 す る研 究

2)奥 田 泰 弘(統 合 脳 シ ス テ ム 分 野 ・大 学 院 生)

Developmentofviralvectorsystemsforpathway-specificgeneregulationintheprimatenervoussystem

霊 長 類 神 経 系 に お け る経 路 選 択 的 遺 伝 子 発 現 制 御 ウイ ル スベ ク タ ー シ ス テ ム の 開 発

3)植 田 想(思 考 言 語 分 野 ・大 学 院 生)

Proposalforresearchtheme

修 士 研 究 計 画

4)田 中 美 都(認 知 学 習 分 野 ・大 学 院 生)

Doautisticchildrenhavealteredgazepatternsinanimitationtaskincludingsingle-person(ortwo-person)?:An

eye-trackinganalysis

二 者 間(も し く は 三 者 間)模 倣 課 題 に お け る 自 閉 症 児 の 視 線 パ タ ー ン の 分 析:ア イ トラ ッ キ ン グ を 用 い た 実 験

5)原 暢(ゲ ノ ム 多 様 性 分 野 ・大 学 院 生)

SurveyofactiveDNAtransposonsforHoolockhoolockandHylobateslar

フ ー ロ ッ クテ ナ ガ ザ ル 、 シ ロテ テ ナ ガ ザ ル で の 活 性 型DNAト ラ ン ス ポ ゾ ン の 探 索

6)櫻 庭 陽 子(思 考 言 語 分 野 ・大 学 院 生)

PCtasksasacognitiveenrichmentandarehabilitationforthehandicappedchimpanzee

障 害 を 持 っ チ ンパ ン ジ ー に お け るパ ソ コ ン課 題 を 用 い た 認 知 エ ン リ ッチ メ ン ト と リハ ビ リへ の応 用

<口 頭 発 表 ・シ ン ポ ジ ウ ム:霊 長 類 の フ ィ ー ル ド紹 介>

1)早 川 卓 志(遺 伝 子 情 報 分 野 ・大 学 院 生)

Easternchimpanzee(Pantroglodytesschweinfurthii)intheMahaleMountainsNationalPark,Tanzania

タ ン ザ ニ ア ・マ ハ レ 山塊 国 立 公 園 の ヒガ シ チ ンパ ン ジ ー

2)山 梨 裕 美(思 考 言 語 分 野 ・大 学 院 生)

Westernchimpanzee(Pantroglodytesverus)inBossou,Guinea

ギ ニ ア ・ボ ッ ソ ウ の ニ シ チ ン パ ン ジ ー

3)伊 藤 毅(系 統 発 生 分 野 ・大 学 院 生)

MammalianfossilsfromtheLateNeogenesediments(e.g.,Trachypithecussp.)inChaingzauk,Myanmarandmammalian

fossilsfromthePlio-Pleistocenecavedeposits(e.g.,Macacasp.)inBeijingUniversityChongzuoBiodiversityResearch

Institute,China

ミ ャ ン マ ー ・チ ャ イ ン ザ ウ ク の 新 第 三 紀 ・化 石 哺 乳 類 及 び 中 国 ・崇 左 の 鮮 新 世 一更 新 世 ・化 石 哺 乳 類

4)鈴 木 南 美(遺 伝 子 情 報 分 野 ・大 学 院 生)

White-headedlangur(7レ α吻 ρ励 θo〃31θ〃ooα 舜 α1〃3)inBeijingUniversityChongzuoBiodiversityResearchInstitute,

China

中 国 ・崇 左 の バ ク ト ウ ヨ ウ コ ウ

5)江 島 俊(生 態 保 全 分 野 ・大 学 院 生)

PrimatesinKalinzuForestReserve,Uganda

ウガ ン ダ ・カ リ ン ズ森 林 の 霊 長 類

6)徳 山 奈 帆 子(社 会 進 化 分 野 ・大 学 院 生)

Bonobo(Panpaniscus)inWamba,LuoScientificReserve,DemocraticRepublicoftheCongo

コ ン ゴ 民 主 共 和 国 ・ル オ 科 学 保 護 区 ・ワ ン バ の ボ ノ ボ
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7)大 谷 洋 介(生 態 保 全 分 野 ・大 学 院 生)

Yakushimamacaque(Macacafuscatayakui)inYakushima,Japanandpig-tailedmacaque(Macacanemestrinのin

Sukau,Sabah,Malaysia

日 本 ・屋 久 島 の ニ ホ ン ザ ル 及 び マ レ ー シ ア ・サ バ 州 ・ス カ ウ の ブ タ オ ザ ル

〈ポスター発表 〉

1)磯 村 朋 子(認 知 学 習 分 野 ・大 学 院 生)

VisualSearchinchildrenwithASD

自閉 症 児 に お け る視 覚 探 索 研 究

2)大 谷 洋 介(生 態 保 全 分 野 ・大 学 院 生)

Seasonalvariationofmales'temporalisolationbehaviorofJapanesemacaque

ヤ ク シ マ ザ ル の オ ス は 季 節 に よ っ て 異 な る 目 的 で 集 団 を 離 れ る

3)兼 子 峰 明(思 考 言 語 分 野 ・大 学 院 生)

Lossofvisualfieldcausedbyanarachnoidcystinachimpanzee

チ ン パ ン ジ ー に お け る嚢 胞 に よ る視 野 欠 損

4)鴻 池 菜 保(高 次 脳 機 能 分 野 ・大 学 院 生)

Workingmemoryofrhythmretainedinfronto-parietalmotornetwork

リズ ム 作 業 記 憶 に お け る 前 頭 一 頭 頂 運 動 ネ ッ トワ ー ク の 役 割

5)木 場 礼 子(高 次 脳 機 能 分 野 ・研 究 員)

Characteristicsofserialorderlearningincommonmarmosets(Callithrixjacchus)

コ モ ン マ ー モ セ ッ ト に よ る 順 序 学 習

6)権 田 彩(岐 阜 大 学 大 学 院 ・大 学 院 生)

Quantitativeanalysisoftastesignaltransductionmoleculesinthegastrointestinaltractofcommonmarmosets

コ モ ン マ ー モ セ ッ ト に お け る 消 化 管 で の 味 覚 情 報 伝 達 物 質 の 定 量 的 解 析

7)鈴 木 南 美(遺 伝 子 情 報 分 野 ・大 学 院 生)

RegionspecificdysfunctionofbittertastereceptorTAS2R38inJapanesemacaques

ニ ホ ン ザ ル に お け る 地 域 特 異 的 な 苦 味 感 受 性 変 異

8)徳 山 奈 帆 子(社 会 進 化 分 野 ・大 学 院 生)

WhydoJapanesemacaquesperformredirectedaggression?

ニ ホ ンザ ル は な ぜ 二 次 攻 撃 を 行 うの か

9)二 宮 太 平(統 合 脳 シ ス テ ム 分 野 ・研 究 員)

Segregatedpathwayscarryingtop-downsignalsfromfrontalcortextovisualareasMTandV4inmacaques

マ カ ク ザ ル に お け る 前 頭 葉 か ら高 次 視 覚 野MTお よ びV4へ の 多 シ ナ プ ス 性 入 力 様 式

10)禰 占 雅 史(高 次 脳 機 能 分 野 ・大 学 院 生)

Differentialactivitiesofmonkeylateralprefrontalneuronsbetweendecisionsbasedonshort-termandlong-term

　　　　レ　　　

サル背側前頭前野神経細胞における短期記憶 ・長期記憶に基づく意思決定時の役割

11)早 川 卓 志(遺 伝 子 情 報 分 野 ・大 学 院 生)

Toinvestigatethefoodtasteofwildchimpanzees(Pantroglodytes):tasting,chemistry,andgenetics

野 生 チ ン パ ン ジ ー の 食 べ 物 の 味 を 調 べ る:試 食 、 化 学 分 析 、 遺 伝 子 解 析

12)山 梨 裕 美(思 考 言 語 分 野 ・大 学 院 生)

Cortisolanalysisfromhairsamplesofcaptivechimpanzees(Pantroglodytes)

飼 育 チ ン パ ン ジ ー(1)antroglodytes)の 毛 中 コ ル チ ゾ ル 測 定

(文責:早 川卓志)
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